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．はじめに
韓国にある明知大学は世界で初めて囲碁学科が設置された大学で、囲碁の学問的研究を行っ
ている。
私は、 年 月 日にその明知大学を訪ねた。日本唯一の囲碁週刊新聞 週刊碁 の記者
としておよそ 名の学生に対して講義を行うためだ。
ここで簡単に明知大学囲碁学科を説明しておく。現在は学士だけでなく修士、博士も取得で
き、学生が世界中から集まっている。 学年 名所属しており、全員でおよそ 名。修士課
程には中国人が多く在籍しており、韓国語を学び国際的に囲碁関係で活躍したいと考えてい
る。トルコやヨーロッパからも大学院生が来ており、中国の上海外国語大学とは交流があり学
生の間で行き来がある。
主な必修科目に囲碁教育論、囲碁史、そして文化論などがある。囲碁教育論は大人に教える
とき、こどもに教えるときのものなどに分かれている。教育実習もあり、囲碁を教える塾に行
くこともある。もちろん技術指導もある。日本での大学で例えると体育学科で実技があると
いったところ。囲碁の技術を教えに棋士が来ることがある。
外国語は英語が必修。中国語は選択科目で囲碁学科を卒業すると雑誌やインターネットの記
者や、囲碁道場の運営をする人が多い。海外で囲碁を教える人もおり、卒業生の 分 以上は
囲碁関係の職業に就いている。
いま若い人が囲碁界で何かを成し遂げようと考えたとき、 つの国にだけにとどまるだけで
はいけないだろうと常々思っていた。それは囲碁の国際化が顕著で東アジア地域のことだけで
囲碁を論ずることができないと考えているためだ。韓国の学生が日本の囲碁事情を知ること、
そして日本が世界の囲碁界をどのように認識しているかを伝えることは意義深いことと考え、
講演を引き受けることにした。
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ちょうどそのころ大阪商業大学の谷岡一郎教授より紀要の執筆を依頼されており、韓国での
講義内容を自分自身で解説しなおすことがいいのではと考えた。もちろん講義録を残すことの
重要性を意識してのものである。
講義のテーマは、ワールドマインドスポーツゲームズやアジア大会など、囲碁のみではなく
他の競技と合同で行われる国際大会に焦点を当てた。私が日本の記者としてどのように報じた
かを当時の記事を中心に振り返り、いまの思いを記すことで重層的な解釈ができることを期待
している。また文章として残すことで、多くの方に意見をいただく機会となれば幸いである。
．世界アマチュア囲碁選手権
年で 回を数える伝統あるアマチュア大会である。第 回から日本主導で開催されてい
たが、 年の 回大会からは日中韓の ヶ国で支援している。各国・地域の代表一人ずつが
参加するのが原則なので、アマ世界一を決める大会といえよう。
年第 回杭州大会取材後のコラムを次のように書いた。
選手が身につけている カードには アスリート と書かれていた。囲碁がスポーツへの道を
たどろうとしているのはアジア大会への参加でも明らか。それにはさまざまな新しいこととの出会
いがある。
そのひとつが囲碁界ではじめて行われたドーピング検査だ。国際囲碁連盟（ ）が国際競技連
盟連合（ ）に加盟しているため、 からの指導で行われた。
世界アマは 基準をもって成績上位 名とランダムに選ばれた選手の合わせて 名が検査を受
けた。結果は大会終了後 日ほどで発表されることになっている。
スポーツとしての囲碁を推進するということはスポーツ界の枠組みを受け入れることだ。それは
囲碁界にとって未知のものである。スポーツとして認められることが囲碁をより広い世界に発信す
るためには有益であることは異論の無いところだろう。囲碁界は岐路を迎えている。（ 週刊碁
年 月 日号を一部引用、記・森本）
年に国際囲碁連盟が国際競技連盟連合に正式加盟した。スポーツの団体に加盟すると、
知名度の向上などプラス面があるが、スポーツの枠組みに囲碁が入るため、囲碁界では必要の
ない制約を受けることになる。この話が本講義の主体となるので繰り返し強調したいところ
だ。
また第 回世界アマ杭州大会は、本格的に
世界アマが日本を飛び出した大会ともいえ
る。第 回大会は北京で開催されたが、あく
まで日本主導での開催だった。その後、中国
の広州、韓国の慶州でも行われた。そしてつ
いに囲碁のプロ組織を持たないタイで世界ア
マが開催されることになった。第 回のことで
ある。
大会が終わり選手たちはそろって観光に出かけた。バンコク市内にある王宮などを見学したあ
と、夜はチャオプラヤ川のナイトクルーズを楽しんでいた。
バンドの生演奏が響く中、さっそく甲板で囲碁を打ちはじめたのは中華台北の 選手とマレーシ
アのチャン選手。まだ 代前半。バンコクの街並みがネオンで明るくなるころ、観戦者たちが二重
三重に取り囲んだ。
若い二人が次に対局するのはどのような舞台だろうか。世界アマで再戦？ はたまたプロ棋戦か
もしれない。
世界アマ選手権はおよそ 年日本主導で運営されてきたが世界へ飛び出そうとしている。今回の
バンコク開催は、タイ囲碁界のこれまでの活動が認められて行われたものである。
もちろんチャイラスミサック・タイ囲碁協会会長がタイの有力企業 の会長であるた
め、囲碁業界に資金があり社会的認知度が高くなっているのは間違いないだろう。
しかし、いちばん大切なのは若い愛好者が業界を支えていることにある。
タイの囲碁関係者は 代が中心といっていい。今回のタイ代表が中国で囲碁を勉強した経験があ
るように、韓国に囲碁留学した人もいた。囲碁先進国で学んだ人たちが、母国に帰って指導者の役
割を担っている。
甲板での対局は対局者を代え、クルーズが終わるまで続いた。世界の若者が囲碁の未来を切り拓
いている姿を映していたような気がした。（ 週刊碁 年 月 日号を一部引用、記・森本）
プロ組織がなくてもそこに自ら留学し情報を持ち帰る若者が、新たな囲碁の種をまくシーン
を目撃しての文章だ。実際にこれからはそのような動きが出てくるはずだ。日中韓の囲碁界が
今後は世界の囲碁発展に真剣に向き合うことになる。
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ここでタイの囲碁事情を説明しておこう。
タイの囲碁界が国際囲碁連盟に加盟したの
は 年。 年代に入ると囲碁がタイ観
光・スポーツ省に認められる。現在では、ス
ポーツ大会に囲碁種目があることが多い。
タイで囲碁の仕事に従事している人たちの
多くは、 グループの社会貢献部門に所属
している。ちなみに社会貢献部門の仕事に
は、絵本の読み聞かせといった事業がある。
現在タイ囲碁協会の普及の柱は大きく分け
て つ。まずは小中高校、次に大学、そして最近は企業への普及を考えている。大学への授業
導入について説明したい。
正式科目として囲碁が取り入れられている大学は を超えるという。バンコク大学では半期
回の授業が開講されている。 教室は 人程度。選択科目になっており 、 年生向け。入
門者が 路盤で打つことができるようになる。評価は、出席、授業中に打つ対局内容、イン
ターネット対局の成績、詰碁手筋などの課題、そして定期試験の内容を総合して決定する。大
切なのは、棋力をあげることではなく問題解決法を養うことにあるそうだ。入試、就職におい
ても囲碁による優遇措置がある。
アマの段位について、タイで初段になるためには 通り。一つは ヶ月以内に 局、有段者
と対局（ハンデ戦）し勝利すること。 局勝った後には、 段か 段と試験碁を打つ。このと
き 段と打つときは 子、 段と打つときは 子なので日本と比較したら下手に有利だ。もう
一つは、タイに在住しているコーチ的存在の史金帛中国棋院三段に 子で勝つこと。有段者に
なるとタイ囲碁協会のホームページに名前が掲載される。試験はバンコクで打たれることが多
いため地方には段のない強豪がいるという。初段からは、大会の成績に応じてポイントが付与
され、そのポイント数によって昇段が決まる。また 段になるためにも試験碁がある。
プロ組織がある日中韓台ではなく、タイで行われたのは歴史的なこと。アマのみの組織で、
国際大会を実施できたことは特別なことだった。
写真 第 回世界アマバンコク大会にて。ク
ルーズ船での対局をはじめた 人をギャ
ラリーが囲む
．ワールドマインドスポーツゲームズ
年 月に、中国の北京で行われた第 回ワールドマインドスポーツゲームズ（ 、
国際マインドスポーツ協会主催）は囲碁界にとって空前の規模の大会だった。
まず現地で書いた速報の文章を引用したい。
頭脳の祭典 第 回ワールドマインドスポーツゲームズ（ 、国際マインドスポーツ協会
主催）が北京で、 月 日開幕。世界 の国と地域から集まった 名以上の代表により、囲碁・
ブリッジ・チェス・チェッカ （ードラフツ）シャンチ （ー中国象棋） の 種目、 の競技（囲碁は
男女個人戦、個人オープン戦、男女団体戦、ペア戦の 種目）が、 日まで争われる。 名の日本
選手団は、メダル獲得に向けて熱戦を繰り広げる。
スポーツマン精神のもと、正々堂々と大会に参加することを宣誓します 。古力九段の宣誓で
幕を開けた第一回ワールドマインドスポーツゲームズは、 月 日、北京国家体育館で開幕式が行
われた。旗手たちが、参加国の国旗とともに次々と入場すると、選手たちはスタンドで歓声をあげる。
各種競技を模した幻想的な舞があったりと、イベントも充実。ゲームの歴史の一ページを刻むこ
とは間違いない十六日間が、いったいどのような夢を見せてくれるのか？期待は膨らむばかりだ。
会場の北京国際コンベンションセンターでは、五種目の競技、またブリッジ競技の一部のみ、国
家会議センターで行われている。北京オリンピックで有名になった国家スタジアム 鳥の巣 ・国
家水泳センター ウオーターキューブ はすぐ近くにある。
オリンピックの興奮も冷め遣らぬ北京の地で、頭脳ゲームのオリンピックとも言うべきマインド
スポーツゲームズが行われることは、ゲームの発展に大きなインパクトを与えることは必至だ。
国際色豊かな空気の中、様々な国同士の交流がゲームを通じ行われている。国や言葉の壁を越
え、共通のコミュニケーションツールを使い文化交流を行いたいという大会の趣旨が実現されている。
囲碁競技は、 日からはじまった男子個人戦から開戦した。今回の大会は、プロアマの垣根なく
競技が行われ、会場ではプロ棋士に一般選手が挑む光景が普通に見られる。世界中で囲碁を愛する
ファンにとっては、まさに夢のように感じたことだろう。対局後、言葉の壁を越えプロ棋士に熱心
に質問し検討する姿が、あちらこちらでみられた。選手たちは、改めて囲碁を愛する気持ちが深く
なったに違いない。史上最大の規模で、多数の人々が試行錯誤の中、大きな大会を作り上げてい
る。選手・大会スタッフ・ボランティアが、記念すべき第一回大会を成功させようとしている。手
探りな部分もあるが、開催された意義は非常に大きい。これを機に、ゲームを通じた友好の輪が広
がることを願わずにはいられない。（ 週刊碁 年 月 日号を一部引用、記・森本）
最近の囲碁国際大会について
囲碁・ブリッジ・チェス・チェッカ （ード
ラフツ）シャンチ （ー中国象棋）が合同で国際
大会を開催した。主催はマインドスポーツ団
体の国際マインドスポーツ協会である。
種の競技から参加者関係者合わせて
人が集まったことももちろんだが、各国の代
表が複数名集まったことが画期的だった。
囲碁は、個人戦と団体戦、そしてペア戦が
開催された。男子団体は 名、女子団体は
名で戦うことになっており、これだけでも合
わせて 名である。個人戦では他の選手を出したとすれば、それ以上の選手が国際大会に参加
ができたのだ。これはプロ組織のない国・地域にとってはじめてのことだった。これは世界ア
マチュア選手権の各国の代表選手が 人であることから比較してもいかに大変なことかがわかる。
実際に囲碁がこれから発展するであろう地域からは、級位者も参加していた。運よくプロ制
度のある国と対戦し、棋士と対局することもあった。棋士とハンデなしで打つ絶好の機会で、
記念写真を対局中に撮る光景が印象的だった。
日本の囲碁界は、他の種目と一緒に大会を行うという発想はこれまでなかったように思う。
しかしこれから囲碁が世間に認知されるためには、他競技と融合するという考えは必要だなと
思いはじめていた。
オリンピック、パラリンピックの直後に行われた大会では、表彰式で国歌斉唱や国旗掲揚も
された。開幕式に参加し、引用文にあるような体験をしていると言い知れない高揚感があっ
た。この体験をすることで、総合盤上ゲーム大会に深く関心を持つようになった。そのときに
感じたことをまとめたコラムが次である。
中国棋院に建てられた大会記念碑には 文明有源・智慧無界 とある。人間の知恵は無限である
という言葉は、史上最大の頭脳の祭典であるワールドマインドスポーツゲームズにはぴったりだ。
すべての競技（囲碁・チェス・ブリッジ・ドラフツ・シャンチー）を合わせると四千名を超える
選手が集まり、ゲームを通じた交流が行われている様子は壮観だった。
囲碁の参加人数は六百名以上。一つの国から多くの選手が集まり、プロもアマも関係なく対局が
行われたのは、おそらく前代未聞の出来事。 世界の を強く印象づけた。世界中にまかれてき
写真 開会式で選手宣誓をする古力九段。各国
の旗があったりと盤上ゲームの大会とは
思えないものだった。
普及の種が、花咲かそうとしている。その礎を日本が築いたのは間違いない。日本選手へ、世界の
選手たちからの尊敬のまなざしがそれを物語っていた。囲碁のグローバル化が、この大会を機に急
速に進むのではという期待が膨んでくる。史上空前の大会は マインドスポーツ元年 の到来を告
げるものだったのかもしれない。
また運営面では、多数の関係者・ボランティアに支えられた。百名程度のボランティアの多く
は、北京五輪・パラリンピックでも活躍したという。特に日本語ボランティアには大変お世話に
なった。中国と日本のコミュニケーションの架け橋になれればと志願しての参加。
様々なマインドスポーツが一堂に会し、その技量を競う場ができたことは、すばらしいこと。将
来、複数の競技を掛け持つ選手が出てくるかもしれないなど夢は膨らむ。叡智の無限さをこれほど
感じたことはなかった。（ 週刊碁 年 月 日号を一部引用、記・森本）
忘れてはならないのがこの大会がオリンピック、パラリンピック直後に行われたことであ
る。これだけの規模の大会を行うにはボランティアの力は欠かせないのだが、そのボランティ
アの多くはオリンピック、パラリンピックでも活躍していたことは特徴的だった。
会場整理や通訳など人出が多くいるもの。これは後述するアジア大会でも感じたのだが、中
国の学生ボランティアは熱心で向上心を持ち積極的に大会にかかわり、自分のスキルを上げよ
うとしていたことが印象的だった。
国際大会が多くなれば通訳の仕事は増える。つまり盤上ゲームの大会に携わることで囲碁を
打たない学生のスキルが上がる。そうすると、盤上ゲームの国際大会に運営側として参加した
いという優秀な人材が集まる。この人材育成の循環が 年から 年にかけて中国を取材し
て強く感じた。
また、このコラムで触れた 世界の という表現について考えておきたい。これは
年の世界アマで議論があったことであり、記事として紹介したので振り返ってみたい。
回の記念すべき大会となった世界アマ。新緑の美しい袋井市には の国と地域の代表選手が集
まった（急遽不参加を表明した国・地域があったため、選手番号は まである）。そして国際囲碁連
盟の加盟国は にまで増加している。
年の世界アマ第 回大会の参加国は ヵ国であり、 年に発足した国際囲碁連盟の加盟国
が ヵ国だった。
約 年の間に、世界に飛躍的に広がった囲碁。国際普及の面からみれば発展期といえよう。
記者は今回の国際囲碁連盟理事会で、囲碁の英語表記が に統一されることが承認されたこ
最近の囲碁国際大会について
とに大いに注目している。
言葉にはすべて文化がつきまとう。中国の 、韓国の 。いずれも囲碁の呼称だ。
は世の共通語だが、 」、 が一般的に使用される地域が世界にはある。その
地域にどこから囲碁が伝わったかという歴史を言葉が示すことがある。 と統一されたという
ことは何を意味しているのか。中国の発言を紹介しよう。
私たちは歴史を尊重します。日本が普及したことで、世界の囲碁人口が圧倒的に増えたので
す 。世界が日本の活動を認めているのだ。（ 週刊碁 年 月 日号を一部引用、記・森本）
いま世界の囲碁界は、プロ組織を持つ日本、中国、韓国を中心にまわっている。その 国で
は、囲碁の呼び名が異なっていることをこのコラムでは指摘した。もちろんルールに差はない
（中国ルールなど細かいことは別とする）。
たとえば、囲碁がまだ知られていないある地域に、囲碁がもたらされたと仮定しよう。その
ときに必ず名称をつけることになるが、日中韓のどの地域から伝わったかが重要になるのだ。
具体的に、いま ヵ国において、国際囲碁連盟に加盟するのは ヵ国で、その名称は
下記のようになっている。
【シンガポール】 （ ）
【タイ】 （ ）
【マレーシア】 （ ）
【インドネシア】 （ ）
【ベトナム】 （ ）
【フィリピン】 （ ）
【ブルネイ】 （ ）
カッコ内の数字は国際囲碁連盟加盟年
ここには という文字と が混在している。この表の中で 」を使って
いるのはシンガポールとマレーシアだ。
シンガポールの人口のおよそ ％が中華系で、公用語は英語、中国語、マレー語、タミール
語の つ。当然ながら、中国の影響を強く受けることになる。小学校では中国語の授業の中で
囲碁が扱われていることもある。
マレーシアでも中国の文化として囲碁が認知されている（ちなみに中国系民族は人口の約
％）ものの、打つ場所が少ないのが現状だ。囲碁人口の 割が中国系で、シンガポールと同
様、他の民族を増やすことが求められる。ある一部の人たちに導入するのはやさしいが、その
コミュニティを越える難しさも併せ持っていることがわかる。囲碁というゲーム一つとって
も、世界に広がる過程において民族やその地理的要因を含んでいることを指摘したい。視点の
座標軸を囲碁中心からずらすことの重要性がわかる好例だ。
囲碁を打つに当たってどこの国の言語が採用されるかは重要な課題だと思っている。韓国語
が採用された国に韓国の囲碁ファンが訪れれば、検討や話も合うだろう。好きな棋士や囲碁界
の話題も共通する者がより増える。結びつきが増えることでさらに関心が増す。好循環にある
ことは間違いない。
．アジア競技大会
第 回アジア競技大会囲碁部門が 月 日から 日に中国広州市の広州棋院で行われた。
オリンピックのアジア版といえる大会に、囲碁が入ったのは画期的といっていい。私は後半
戦となる団体戦（男子・女子）の取材を担当した。男女ともに ヵ国・地域によってメダルが
争われた。
この大会のもっとも重要なポイントは、囲碁がはじめて総合スポーツ大会に参加することに
なったことだ。
開催国である中国の推薦により、チェスの一部門として囲碁がアジア競技大会の新種目となった。
棋士にとって、初めての総合スポーツ大会出場に戸惑いはあったはず。スポーツの一種目として参
加するためには、アスリートに課せられる決まりを守らなくてはならない。その際たるものがドーピ
ングだった。意図的でなかったとしても、禁止薬物が検出されれば、公式手合出場停止の可能性があ
る。もちろんトッププロにとっては致命傷だ。
しかし、それらのリスクを承知で日本代表の 名は立ち上がった。 月に候補選手として発表され
て以降、好成績を挙げた棋士が多かったのも、アジア競技大会と無縁ではないだろう。スポーツ大会
に出ることは、囲碁界の枠を超え世間に注目されるきっかけとなることを強く自覚していたからだ。
意気に感じる行動ではないか。（ 週刊碁 年 月 日号を一部引用、記・森本）
最近の囲碁国際大会について
引用文にあるように、囲碁はチェスの一部
門としての開催。もちろん開催国が囲碁大国
の中国だったからこそ開催につながった。
総合スポーツ大会に参加するにあたり、囲
碁界にはいろいろな驚きが突き付けられた。
そのひとつに棋士に対してのドーピングがあ
る。アジア競技大会は棋士がはじめてドーピ
ング検査を経験した大会といいかえることが
できる。
ドーピングの専門家が日本棋院にきてレク
チャーをするときに同席することができた。スポーツ選手の中には不正をする人がいるから
と、尿検査をする際にズボンを下げて上着をまくって、スタッフが見ている前で検体を取りま
すという説明があった。もちろんスポーツの世界では厳格な基準があり大会が行われているの
だから重要なことだ。もちろん禁止薬物は選手の肉体をむしばむことになりそのことを禁じよ
うという考え方は理解できる。
しかし、囲碁にはこういうことをしたら強くなるというものがわかっていないのは改めて説
明するまでもない。たとえば、興奮剤がいいのか、気持ちを落ち着ける鎮静剤がよいのか、こ
れは難しい問題だ。もちろん脳をいかに活性化されるかという研究が進めば、そういうことも
わかってくるはず。しかし、わからない状態で禁止薬物が検出されたら公式戦出場停止も起こ
りうるといわれても、すぐに納得できるわけではないというのが選手の感情というものだ。制
裁が加えられた場合、対局停止はもちろん加えてアマチュアへの指導ができない。最長 年
間、棋士生命が絶たれてしまうわけで、このリスクは大きい。
棋士はアスリートと異なる。アスリートは、つねにドーピングを意識して生活している。勝
手がわからない棋士は、安易に服用した風邪薬で違反なんてことが起きてしまうかもしれな
い。スポーツ大会に囲碁が参加し金メダルを取ることになれば、囲碁を全く知らない人に知っ
てもらうきっかけになる。しかし、認知度を上げるためにどれだけのリスクをとることができ
るのかという課題が突き付けられた。
授業では、その国の囲碁事情や囲碁をどのように考えるのかよい機会ではないかと指摘し
た。受講生の多くが囲碁界のリーダーになることを鑑みての指摘である。
実際に自国であればどう考えるか思考実験をしてみたり、他国からの報道を見てみたりする
写真 各選手たちは、スポーツウェアに身を包
み対局に臨んだ。写真は男子団体表彰式
にて。
と立体的な理解が深まる。もし受講生自身が他国の囲碁協会のリーダー的立場にあったらどう
判断するかなど課題の設定には事欠かない。もちろんアジア大会には賞金がないことも、プロ
組織がある国であればこそ考えなければいけないことだろう。
では実際韓国はどのように向き合ったのか。まず引用文を見ていただきたい。
頭に鍼を打って対局に臨んだ韓国チームはその奇抜な外見で注目された。中でも李瑟娥初段の頭
には 本以上の鍼があった（記者は最大 本確認している）。
胃痛軽減のためというのがその理由だが、心を落ち着ける鎮静作用を求めたものだろう。大会以
前、囲碁が強くなる薬物（もしくはそれに準ずるもの）があるのだろうかという話があったが、多
少の興奮状態や落ち着いた状態など、囲碁に良い精神的なあり方が解明されるときがくるかもしれ
ない。今大会では、鍼を打つことに対する規定はなかった。
賛否はどうであれ、勝利のゴールテープをトップで駆け抜けるために 秒でも速くなる可能性
があることは全て行うというチームの気迫の表れだったか。
もちろん、棋士は幼少時より精神的なものの鍛錬をしているわけで、外部的なものに求めるべき
ではないことは言うまでもないし、本当に効果があるのであれば、実際の手合でも打たれているは
ずである。（ 週刊碁 年 月 日号を一部引用、記・森本）
私は鍼の効果には懐疑的である。コラムで
も指摘したが、鍼がもし棋士としてパフォー
マンスを向上させるのであれば通常の手合で
も行われているだろう。それがないのが鍼の
効果を証明しているのではないだろうか。し
かし、ここで大切なことは、どんな微細なこ
とでも勝つためには何でもやるという気迫が
あったということである。韓国の選手にとっ
てアジア競技大会に出るプレッシャーは、他
の手合以上だったはず。優勝すれば兵役免除
があることも期待の表れだ。そのできることは何でもやろうというチームの雰囲気が、士気に
つながることは想像に難くない。
アジア競技大会について日本でのマスコミ報道をされる機会は少なかった。これは他のどの
スポーツ競技でも同様だ。日本のマスコミはオリンピックについての報道は熱心だが、そこに
最近の囲碁国際大会について
写真 李瑟娥の頭を撮影してみた。実際このよ
うに鍼のある状態で対局に臨んでいた。
つながるトライアル大会が正当に報じられる機会は少ない。実際に日本のテレビで話題になっ
たのはこの鍼。そして日本代表がペア碁で私語を疑われないためのマスク着用くらい（ぼやき
を誤解されないため）だった。
アジア競技大会ほど選手と観戦者の温度差のある大会もないだろう。これは囲碁に限ったも
のではないが、日本で行われているスポーツ報道のあり方も課題として見えてくる。
韓国棋院の所属棋士である李瑟娥はアジア競技大会で世間の知名度を上げたひとり。
キャラクターにも抜擢され大会直後は時の人だった。もちろん韓国と日本の順位の差はある
が、仮に日本が優勝したとして一般的な報道がなされ囲碁を知らない人が認知したかどうかは
今の時点では難しかったと考えるべきであろう。
その国の囲碁を取り巻く環境を考えるとき、スポーツ報道を考えることも重要だ。講義では
日本で発行されている主なスポーツ新聞で取り上げられているスポーツを紹介し、できる限り
多くの人が知っているものとうまく比較することができないかを考えていると話した。他国の
興味関心を比較することで囲碁の位置が見えてくる。
．スポーツアコードワールドマインドゲームズ
年から 年までの 年間、毎年 月にスポーツアコードワールドマインドゲームズが行
われた。参加競技は囲碁・チェス・ブリッジ・ドラフツ・シャンチーである。
スポーツアコード とは、 以上の国際スポーツ団体が加盟する組織で、世界のスポーツ
保護、情報の共有、協力協調を目的としている（前述した が改名したもの）。なお、
国際囲碁連盟はスポーツアコード正会員である。そのスポーツアコードがなぜ盤上ゲームの大
会を開くのか。これを考えるというのは大きな問いを持つことである。
ここでは囲碁をどうやってアピールするかを考えていきたい。
囲碁だけでなくほかのマインドスポーツ（ブリッジ・チェス・ドラフツ・シャンチー）が一緒に
なった大会を見て、 年開催のワールドマインドスポーツゲームズを思い出した。
このときは というマインドスポーツ競技団体の主催だったが スポーツアコードワールド
マインドゲームズ 北京 はスポーツ競技団体のスポーツアコードが主催であった。国際囲碁連
盟はスポーツアコードの正会員である。
スポーツアコードは前身の団体を といった。名称を変えたのちに運営方針も大きく転換
され、主催大会を多数開催することになり、昨年は北京で武道大会を行い、今後は芸術的スポーツ
の大会を行うという。
スポーツアコードワールドマインドゲームズもその一環で、大会会長のハイン・フェアブルゲン
氏がマインドスポーツの文化的、教育的側面を強調したのは、この大会をブランド化させたいとい
う表れである。
だからこそ、伝えるための工夫は惜しまない。見るマインドスポーツファンの獲得を強く意識し
ており、囲碁の番組では初心者にわかりやすいコメントが添えられていた。今後は映像コンテンツ
を充実し視覚的に訴えられるものを制作することになるのだろう。今回の大会の様子が編集された
映像は世界中に販売されることになっており、アフリカやアラブ諸国で多くの視聴が予想されてい
るという。それぞれのマインドスポーツによって普及している国や年齢層は様々である。囲碁が余
り知られていない地域に映像が配信されることは、世界中で囲碁の認知度が上がる可能性がある。
またドーピング問題にも触れておきたい。
今回の大会ではドーピング検査が実施された。スポーツの組織規則にのっとり競技運営が行われ
るため、スポーツ界では当然のように行われている検査をマインドスポーツ団体は受け入れたわけ
である。棋士が参加する大会ではアジア大会以来の検査となり、アマ大会では世界アマチュア囲碁
選手権などで、すでに実施経験がある。
事前に申請があれば持病の薬の服用は問題ないが、そうではない場合には市販の風邪薬であって
も基準にひっかかる可能性がある。しかしこれまでの囲碁界の感覚から見ると、ドーピングという
ものに違和感を感じるのではないだろうか。どのような薬物を飲んでも囲碁の強さが爆発的に向上
することは考えられないというのが日本だけでなく世界の囲碁界の常識だ。だからこそマインドス
ポーツの基準が存在しても良いのではないだろうか。国際囲碁連盟もこの点について議論の余地が
あると認識しており、今後その基準がどのようになるのかにも注目したい。
ドーピング検査は選手にとって負担になるが、スポーツアコードへの参加は囲碁だけでなく世界
のマインドスポーツの事情を知る絶好の機会であることは間違いない。囲碁を取り巻く環境は大き
く変わろうとしている。（ 週刊碁 年 月 日号を一部引用、記・森本）
取材をして最も驚いたのは、大会をどう発信するかに神経をとがらせていたことにある。大
会をどう世界に販売するかを意識した映像を撮るために大会をやっていたといいかえることが
できるのかもしれない。
最近の囲碁国際大会について
ドラフツ というゲームはアラブやアフ
リカで愛好者の多いゲームである。アラブと
いえば石油マネーなどで得た億万長者がいる
ところでもある。撮影された映像は参加した
ゲームがごちゃ混ぜに編集されているので、
囲碁も映っている。囲碁が面白そうだなとそ
の長者たちが思うようであれば、囲碁界に
とってそういう地域に一気に広がる可能性が
あることを示唆している。これは日本で取材
した例だがアラブには、剣道が流行っている地域がある。これは為政者が好きだからだとい
う。だから子どもたちはみんな剣道をやる。しかし指導者も用具も足りないのだとか。もちろ
ん囲碁が囲碁未開の地域で爆発的に広がる可能性は常にある。もちろん韓国での講義なので、
自国の海外普及とともに考えてほしいという言葉を付け加えた。
その後の 回も取材を行いコラムを書いた。その つを続けてご覧いただく。
第 回スポーツアコードワールドマインドゲームズ は、 つのマインドスポーツ種目による
試合が同時に行われており、囲碁だけの国際戦とは雰囲気が異なっていた。
大会期間中の一日、選手たちは市内の小学校（芳草地国際学校）を訪問した。同校は複数のキャ
ンパスを持っており、在籍する児童は四千を超えるマンモス校。月曜から木曜まで囲碁クラブが行
われており、百名以上が学んでいるという。
地元の教育現場と協力するのはスポーツアコードの戦略といえよう。囲碁以外の種目でも、学校
訪問のプログラムが用意されており、スポーツアコードがマインドスポーツの持つ教育・文化的価
値を重視していることがよくわかる。
また、大会の様子を世界中に発信することも目的のひとつ。公式ホームページ（
）では各競技の模様を編集した動画が公開されている。これは、マインド
スポーツに新たな価値を加え、オリンピックのように世界中の人が観戦するようにしたいという考
えに基づき作成されている。
囲碁がスポーツの大会に参加すれば、認知度があがる可能性が大いにある。しかし、ドーピング
検査などスポーツのルールをマインドスポーツが受け入れることも必要。囲碁界を取り巻く環境は
変化しようとしている。（ 週刊碁 年 月 日号を一部引用、記・森本）
写真 大会を撮影している様子。
スポーツアコードワールドマインドゲームズでは、積極的な動画配信を行い真剣勝負の様子を世
界中に伝えている。囲碁を多くの人に認知してもらうためには、囲碁以外の競技のファンに訴える
必要があり、囲碁の広がる可能性を秘めている大会といえるだろう。
しかし、課題もある。国際的なスポーツ大会に参加するためには、スポーツ界のルールを受け入
れなければいけない。ドーピング検査など、囲碁の関係者にとって出会ったことのない問題が突き
つけられている。もちろん囲碁が強くなる薬などないのだが、不用意に口にしたものに禁止薬物が
入っていれば、一定期間の活動停止処分が下される。公式戦はもちろん、他人への指導行為も禁止
される。このようなルールにどう向き合えばよいのか、まだ答えがないというのが今の囲碁界では
ないだろうか。アジア競技大会、そしてオリンピックに囲碁という声があがっている。国際的な大
きな大会にでることに伴うリスクも熟慮する必要がある。
印象に残った場面を二つ。一つはチェスの会場でのこと。同じ相手に二面の盤で戦う競技があっ
た。白と黒を持って対局するというわけ。もちろん選手は超一流で真剣勝負が繰り広げられてい
る。今まで見たことのない競技方法に、囲碁でやったらどうなるだろうと思ってしまった。
もう一つは訪問した小学校で出会った囲碁の授業。小学生が、いくつかの碁石を使ってどんな形
をつくることができるかを学んでいた。自由な発想を育む教材として碁盤と碁石が活用されている
のだ。楽しそうに授業を受けるこどもたちを見ていると、まだまだ囲碁の持つ可能性はたくさんあ
ると感じた。（ 週刊碁 年 月 日号を一部引用、記・森本）
スポーツアコードというスポーツ団体が、なぜ囲碁などの総合大会を開催するのだろうか。
競技の知名度を上げ、世界の人がマインドスポーツを観戦し楽しむ環境を爆発的に広げるためで
あることは間違いない。そのためにはオリンピックのような世界レベルの総合競技大会の存在が必
要という考えが根底にあるように思う。
もちろん飛躍的な注目度を得たとき、付随して放映権等の利益も生まれてくるはずだ。スポーツ
アコードがユーチューブで番組を積極的に作っていることと無関係ではない。例えばドラフツはア
ラブやアフリカ地域でも親しむ人の多い競技。そんな人たちがスポーツアコードの番組を見て囲碁
を知る機会となれば未知の文化が交差する。
もちろん課題もある。囲碁はすでにプロ組織が複数の国で発足している。スポーツという枠組み
に入ればドーピングなど厳しい縛りがあり、囲碁界が適合するべきかどうかは議論の余地がある。
大会期間中、北京市内の小中学生たちによるマインドスポーツ大会を訪ねた。囲碁と他のマイン
ドスポーツを楽しんでいる子どもたちを見ていると、ロシアの選手が ロシアでは小学生を集めて
最近の囲碁国際大会について
チェスやドラフツと一緒に囲碁の入門教室をしますよ と教えてくれた。ちなみにロシアではチェ
スやドラフツの方が認知度が高い。
多様なきっかけをいかに発信し続けるか。囲碁を伝えるために大切なものだと思った。（ 週刊
碁 年 月 日号を一部引用、記・森本）
スポーツアコードワールドマインドゲーム
ズでは、情報発信と教育の つをテーマに取
材をしていた。
教育については、日本の囲碁教育などテー
マが広すぎるので、改めて論考をしたい。こ
こでは、碁盤碁石を使って知能を高めるため
には、囲碁というゲームをするだけではない
可能性があるということだけ強調したい。た
とえば碁石で数を認識する、図形をつくると
いったこともできるのではないかということだ。実際には先生が大盤でつくった形と同じ形
を、小学校低学年の児童が碁盤に再現していた。
もう一つは発信について。情報発信というとインターネットを無視することはできない。し
かしルールすら知らないゲームそのものを見せて波及させる難しさはあったように思う。この
大会は 年時に 回連続で行うと発表していたにもかかわらず 回で終了したことは、当初
の目標に何らかの形で到達できなかったことを示唆している。そもそもはオリンピックに匹敵
とはいかないだろうが、放映権収入などを考えての開催だったことは想像に難くない。オリン
ピックと比較し広い競技場を必要としないわけだから、主催者にとって費用がかからず都合の
いい大会ともいえる。個人的な見解だが、継続しなかったのはやはり大会自体が注目を浴びる
機会は少なかったのだろう。
この理由を考えることも大切なテーマだ。盤上ゲームを見て楽しむためには、そのゲームを
知っている必要があるのが障壁として大きい。体を動かすスポーツを観戦する際に、そのス
ポーツをやったかということは問われない。スタジアムに行けば掲示板に得点が表示される。
そしてテレビを見れば技術を駆使した解説がされる。観戦者はどちらが有利にゲームを進めて
いるかを判断することが容易だ。
それと盤上ゲーム（本稿でいえば囲碁）を比較すると、やはり囲碁を打つことができるとい
写真 年団体戦表彰の様子。
うのは観戦者に求められてしまう。ルールを知らない観戦者が、トッププロの対局を見て感動
するためにはどうしたらよいのかを説明するのが発信者の務めであり、囲碁を嫌いな人にでさ
え楽しんでもらえるにはどうしたらいいかが問われているのだろうと考える。スポーツアコー
ドはその答えを見つけられなかったといえるのではないか。
．アジアインドアマーシャルアーツゲームズ
年の 月 日から 月 日までに、第 回アジアインドア・マーシャルアーツゲームズ
が、韓国仁川市で行われた。この大会は、アジアオリンピック評議会が主催する国際総合競技
大会である。約 の国と地域が参加し、 競技 種目が行われた。競泳やフットサルなどの
室内競技とキックボクシングら格闘技とともに行われた。アジア競技大会と同様、日本オリン
ピック協会から選手が派遣される形だった。この翌年に第 回アジア競技大会が行われ、その
プレ要素があった大会である。チェスや スポーツ等も同時に行われたので、囲碁がスポーツ
大会の中にぽつんとあるというわけでもなかった。
もちろんこの大会もスポーツ大会と同様のルールだった。そこで私は次のように記した。
棋士にとっては大きなリスクのある状況で大会参加を決めた選手の決断をまず称えたい。
そのなかで選手たちは、普段の手合では経験できない体験をした。開会式はもちろん選手村に泊
まりアスリートと同様の生活をし、感じるところはあったのではないか。他競技の選手と話す機会
もあったようで なるほどと思うことがありました といった選手の感想があった。
代表としてふさわしい碁を打たなければいけないと思いました という感想からもわかるよう
に、揃いのユニフォームを着ると特別な感覚があるようだ。
濃密な時間で感じたテーマは個々に芽生えている。ぜひ、これからの手合にこの経験を生かして
ほしい。（ 週刊碁 年 月 日号を一部引用、記・森本）
これまで紹介した大会に共通することであるが、囲碁界の枠を超えた国際戦に参加すると、
その生活は一変する。特にスポーツ大会では選手村に宿泊し相部屋になるのが常識。食事も主
催者が提供する者はレベルの高いものとはいえないかもしれない。これは囲碁のトップレベル
の対局環境とは大きく異なっている。しかしどのような状況であっても結果を出すのがプレイ
ヤーというもの。これからこのような国際戦が増えるとなれば、選手自身もしくはそれを支え
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る側が積極的にコンディション作りにかかわ
ることが大切だ。
．その他
囲碁を取り巻く環境、その国の囲碁事情を知るためには、環境を知らなくてはいけないこと
を強調した。政治や経済、文化を知らないで、囲碁のことを論じると本質からはズレていくの
ではないかとおそれているからだ。日本で囲碁は文化に分けられると思っている人が多い。た
とえば日本囲碁界の第一人者である井山裕太棋聖は 伝統文化としての囲碁を大切にしたい
と述べ、脈々と続いていた囲碁を後の世の中に伝えたいと考えている。日本ではこのように考
えている人は多いのではないか。しかし韓国で同様の質問をしたら、スポーツだと考えている
人が多いだろう。少なくても今回の受講生はスポーツと認識していた。日中韓の囲碁意識調査
などを行うとより理解が深まると考えている。
文化とは何かという問いを立てると大きすぎて答えることさえおののいてしまう。考えてみ
れば今の囲碁界はわからないことだらけだ。どのような質問をすると囲碁人口が割り出せるか
すらわからない。囲碁ファンの人数を正確に知ることすら難しいわけである。だからこそ一つ
一つ積み上げ誰もが納得できるような論理展開を考えることが大切。明知大学囲碁学科に求め
られる研究は幅広くいはずであると講義を締めくくった。
．おわりに
個人的なことだが、囲碁を含めた盤上遊戯を学問として極めたいというのが私の究極の目標
写真 開会式の様子。
である。国際的な盤上ゲーム大会に関心が強いのは、その目標が理由になっている。もちろん
そのアプローチ方法はどの学問分野からもできるだろう。しかし私は医学などの分野からは極
めることはできない。とにかく今を見つめそれを残すしかできないのだから、それをやり続け
ようと決めたのだ。
私はおよそ 年前に大阪商業大学アミューズメント産業研究所で 年間、研究員生活をして
いた。しかしもっと現場に出て声を聞き事例を集めたいという気持ちが強くなり、 代で職業
を週刊碁の編集者となることを選んだ。その際に谷岡一郎教授より多くのアドバイスをいただ
いたのだが、なかなか私自身が成果物を出すことができずにいた。毎週発表する週刊碁の記事
は、一定の客観性を保ったものだと思っているが論文に落とし込むことはできず、忸怩たる思
いがあった。今回の講義録で引用が多いのは、大会の様子を伝えるのに適していると考えたか
らであり、これらの文章そのものが現代の囲碁文化を紡ぐつもりで表現してきたからだ。この
講義録が少しでも囲碁文化の研究に寄与できるものだとすればうれしいが、それは読者の判断
に任せるしかない。
このように一つのものにまとめようという思いに至ったのは、埼玉大学の菊原伸郎准教授の
お力があってのものだ。菊原准教授には 年から 年間にわたり 時間の特別講義をする機
会をいただいていた。もちろん埼玉大学で話したことが、底本になっており、大変感謝してい
る。
ただ、埼玉大学では受講生が囲碁を知らないため、その前提で講義を行っていた。もっと自
分の感じていることをストレートに表現したいと思っていたときに、明知大学の南治亨教授か
ら講義依頼を受けた。渡りに船とはこのことで、講義録の内容はもちろん、質疑応答も有意義
なものだった。いずれそれらの内容もまとめていきたいと考えている。
拙文が囲碁を学問として考えた講義録となっているかは心配だが、なにはともあれ一つの区
切りをつけることができた。自分なりにこのテーマを掘り下げ、また新しい課題を見つけてい
きたい。
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